
菱野団地活性化・再生に関する
調査・活動報告

南山大学 石川研究室

第８回菱野団地再生計画推進協議会（2026年２月26日）

〇目的
３大学５研究室でこれまで実施してきた調査研究・再生活動事業
の成果を学生、住⺠、⾏政、その他団体で共有し、今後の菱野団
地のあり方についての議論を深める。

※愛工大野澤研・益尾研、名城大鈴木研・谷田研、南山大石川研
〇日時 2026年2月20日(金) 17時〜21時30分
〇場所 古⺠家レンタルスペース梅村商店
〇概要
①学生によるポスター発表
②５研究室の学生と参加者による座談会
③懇親会

〇参加者
８１名
５研究室の学生52名・教員6名
自治体職員8名
⺠間・各種団体・住⺠15名

菱野団地未来フォーラムの開催報告



ポスターの内容

〇菱野団地の概要・再生のあゆみ
〇団地におけるコミュニティスペースの価値
〇広報とイベントによる街への愛着醸成
〇住⺠バスの利⽤者意識分析

南山大学
石川研究室

〇菱野団地の空き家調査結果
〇学校統廃合が人口変化に与える影響と
将来の転入予測

〇菱野団地デジタルツイン

名城大学
鈴木研究室

〇学生参加による「ひらかれる家」
プロジェクト

名城大学
谷田研究室

〇菱野団地再生化活動(2025年度)
・ミナクル学生常駐 ・中央広場再整備
・看板製作ＷＳ ・ペンキ塗りＷＳ
・原山ＳＮＳ運⽤
・多文化共生フェスタ、光陵フェスティバル

愛知工業大学
野澤研究室

〇尾張瀬⼾エリアイノベーションなど
〇菱野団地スターハウスの活⽤

愛知工業大学
益尾研究室





座談会（意見交換）
〇登壇者

南山大学 石川研究室
愛知工業大学 野澤研究室
愛知工業大学 益尾研究室
名城大学 鈴木研究室
名城大学 谷田研究室

〇内容
１）団地再生において最も重要なもの
２）３大学５研究室の活動紹介
３）団地の魅力
４）団地の課題
５）団地の未来に対する想い など

〇主な議論
・コミュニティの重要性
・中央広場、活動拠点の魅力、整備の必要性
・団地全体での活動の必要性
・子供たちにとって住みよい街 など
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活動拠点「ひしのミナクル」の利用と価値に関する調査結果（抜粋）−⼤⼈−

出所）小川友里英「団地におけるコミュニティスペースの価値-愛知県瀬⼾市菱野団地「ひしのミナクル」を事例として-」
南山大学卒業論文

（注）76（回収数）
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活動拠点「ひしのミナクル」の利用と価値に関する調査結果（抜粋）−子供−

（注）小・中学生：40（回収数）

菱野団地住⺠バスの利用者意識調査結果（抜粋）

出所）⻄井佑真「地域主体ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの意義-菱野団地住⺠バスの利⽤者意識分析-」南山大学卒業論文



出所）⻄井佑真「地域主体ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの意義-菱野団地住⺠バスの利⽤者意識分析-」南山大学卒業論文
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菱野団地の⼈⼝動態−⼈⼝減少要因−

年齢別人口の推移 老年人口の推移

出所）瀬⼾市「人口と世帯」より石川研究室作成 出所）瀬⼾市「人口と世帯」より石川研究室作成
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出典：総務省統計局「国勢調査」, 政府統計の総合窓口(e-Stat)を基に jSTAT MAP により作成

まとめ

• 関係人口としての大学生の団地再生への寄与
• 大学生による多様な団地活性化プロジェクトの進展
情報発信、賑わいづくり、センター地区の活性化、客観的分析など

• センター地区における活動拠点の必要性
多様な価値の確認（愛着の醸成、情報拠点、交流拠点、子供の居場所など）

• ⾼齢社会における住⺠バスの役割
⾼齢者の外出機会の創出、日常生活維持の確保、シビックプライドの醸成など

• 団地の人口減少
老朽県営住宅での人口・世帯の継続的大幅減少が主要因（建替え後の入居・管理にも留意）
分譲住宅・商店街では人口・世帯を維持


